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本
部
か
わ
ら
版 

 
 

会
務
報
告 

 
 

 

県
隊
友
会
事
務
局 

 

一 

本
年
３
月
発
行
の
か
わ
ら
版
（
４
４
号
）
以
降
、

県
隊
友
会
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。 

１ 

年
度
末
報
告
等
の
作
成
及
び
監
査
受
検 

（
４
月
８
日
） 

２ 

第
１
四
半
期
県
理
事
役
会
（
５
月
１
４
日 

地
本
試
験
室
本
部
） 

３
定
期
総
会
（
代
議
員
会
）
（
６
月
１
２
日 

労
プ
ラ
） 

 

次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
議
案
の
細
部
は
県
隊
友
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
総
会
・
理
事
役
会
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

 

第
１
号
議
案
①
令
和
３
年
度
事
業
報
告 

 
 

 
 

 
 

②
令
和
３
年
度
決
算
報
告 

（
監
査
報
告
） 

 

第
２
号
議
案
①
令
和
４
年
度
事
業
計
画 

 
 

 
 

 
 

②
令
和
４
年
度
予
算 

 

第
３
号
議
案
①
令
和
４
年
度
理
事
役
・
監
事
役 

② 

令
和
４
年
度
代
議
員 

⑴ 

第
２
号
議
案
①
で
承
認
さ
れ
た
令
和
４
年
度

県
隊
友
会
事
業
計
画
の
う
ち
、
当
面
の
計
画
事

項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
本
部
定
時
総
会
等
へ
の
参
加
（
会
長
） 

（
６
月
２
２
・
２
３
日
、
市
ヶ
谷
） 

・ 

第
一
回
安
全
防
災
部
会
（
７
月
１
６
日
） 

・
地
域
代
表
世
話
人
会
（
７
月
下
旬
） 

・
九
都
県
市
総
合
防
災
訓
練
（
9
月
初
旬
横
浜
・ 

川
崎
・
相
模
原
） 

・
第
２
四
半
期
県
理
事
役
会
（
９
月
１
０
日
） 

⑵ 

第
３
号
議
案
で
承
認
さ
れ
た
、
新
理
事
役
、
新

代
議
員
及
び
監
事
役
は
次
の
と
お
り
。 

 

・
県
本
部
推
薦
の
理
事
役
（
２
名
） 

 
 

坂
巻 

武
（
武
山
三
浦
） 

 
 

田
原
昭
彦
（
横
浜
南
） 

・
支
部
推
薦
の
理
事
役
（
１
名
） 

 
 

小
甲
顕
史
（
湘
南
） 

 

・
代
議
員
（
５
名
） 

 
 

坂
巻 

武
・
田
原
昭
彦
（
県
本
部
推
薦
） 

平
井 

功
（
県
央
） 

小
甲
顕
史
・
荻
原
洋
聡
（
湘
南
） 

  

郷
党
の
思
い 

県
隊
友
会
長 

松
岡 

貞
義 

 

 
私
は
海
上
自
衛
隊
退
職
後
、
縁
あ
っ

て
郷
里
愛
媛
県
の
青
少
年
の
育
成
援
助
な

ど
を
目
的
に
公
益
的
事
業
を
行
う
一
般
財

団
法
人
「
豫
山
会
」
の
会
員
と
な
り
、
現

在
監
事
を
務
め
て
い
る
。 

愛
媛
県
は
江
戸
時
代
の
伊
予
松
山
藩
、

伊
達
宇
和
島
藩
、
大
洲
藩
、
今
治
藩
、
西
条
藩
な
ど
の
諸

藩
が
明
治
の
廃
藩
置
県
以
降
数
度
の
編
制
替
を
経
て
現
在

の
管
轄
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
藩
が
伊
予
松

山
藩
で
あ
っ
た
。
同
藩
は
江
戸
初
期
に
は
経
済
的
に
豊
か

で
あ
っ
た
が
、
寛
文
・
延
宝
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
八

〇
）
に
干
ば
つ
・
洪
水
な
ど
の
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ

以
後
は
財
政
難
が
続
い
た
。
幕
末
に
は
徳
川
の
親
藩
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
幕
府
方
に
つ
き
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
朝

敵
と
し
て
追
討
さ
れ
、
一
時
は
隣
藩
の
土
佐
藩
の
占
領
下

に
置
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
幕
末
、
松
山
藩
の
下
級
武
士

の
家
に
生
ま
れ
た
秋
山
好
古
は
経
済
的
理
由
か
ら
官
費
で

学
問
の
で
き
る
陸
軍
士
官
学
校
に
進
み
、
松
山
中
学
卒
業

後
に
兄
を
頼
っ
て
上
京
し
た
弟
の
真
之
も
海
軍
兵
学
校
に

進
ん
だ
の
に
は
こ
う
し
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
私
の
生
家
は
松
山
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
城
山
山

頂
に
本
丸
が
あ
る
松
山
城
の
南
方
に
あ
り
、
高
校
卒
業
ま

で
毎
日
北
方
に
松
山
城
を
眺
め
な
が
ら
育
っ
た
。 

戦
前
、
市
ヶ
谷
台
に
陸
軍
士
官
学
校
が
あ
っ
た
当
時
、

在
京
愛
媛
県
出
身
の
陸
軍
将
校
達
が
、
後
輩
の
将
校
生
徒

が
何
の
設
備
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
憂
慮
し
、

在
京
の
県
出
身
将
校
に
檄
を
飛
ば
し
て
、
明
治
四
十
五
年

に
「
愛
媛
県
軍
人
会
」
を
結
成
し
た
。
設
立
の
趣
旨
は
、

県
人
将
校
・
生
徒
相
集
い
相
励
み
、
後
進
者
を
誘
致
し
将

来
有
為
の
将
校
を
得
る
た
め
と
し
て
、
設
立
発
起
人
に
秋

山
好
古
大
将
ら
の
名
前
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大
正

七
年
「
石
鐵
会
」（
石
鐵
は
西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
の
こ

と
）
と
名
称
を
変
え
、
昭
和
七
年
将
校
の
拠
出
金
に
よ
り

会
館
を
設
立
、
昭
和
十
一
年
に
は
陸
軍
大
臣
認
可
の
財
団

法
人
と
な
っ
た
。
昭
和
十
五
年
に
愛
媛
県
出
身
の
山
下
汽

船
社
長
山
下
亀
三
郎
氏
に
よ
り
現
在
の
小
田
急
東
北
沢
駅

発
行
責
任
者 

神
奈
川
県
隊
友
会 

事
務
局
長 

宮
﨑
栄
介 

 

伊予松山城 

城 

秋山好古 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%96%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BB%B6%E5%AE%9D
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に
近
い
東
京
都
渋
谷
区
大
山
町
に
四
百
坪
弱
の
宅
地
の
寄

贈
を
受
け
、
旧
藩
士
を
は
じ
め
県
関
係
の
財
界
名
士
か
ら

も
多
額
の
寄
付
を
受
け
る
と
と
も
に
、
会
員
の
将
校
か
ら

も
応
分
の
拠
金
を
集
め
、
石
鐵
会
館
を
新
築
し
た
。 

戦
後
、
占
領
軍
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
旧
軍
関
連
の
財
産

は
接
収
さ
れ
た
が
、
石
鐵
会
の
貴
重
な
財
産
を
後
世
に
残

す
た
め
、
旧
陸
軍
の
会
員
に
代
わ
り
在
京
愛
媛
県
出
身
の

財
界
人
有
志
が
役
員
と
な
り
名
称
を
「
豫
山
会
」
と
改

め
、
そ
の
目
的
に
青
少
年
の
育
成
援
助
な
ど
を
加
え
、
昭

和
二
十
五
年
愛
媛
県
知
事
監
督
の
財
団
法
人
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
公
益
法
人
改
革
に

伴
い
、
一
般
財
団
法
人
豫
山
会
に
移
行
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
（
豫
山
会
の
豫
は
伊
予
の
予
の
旧
漢
字
、
山
は
石

鎚
山
の
山
） 

現
在
の
豫
山
会
は
旧
陸
軍
関
係
者
に
代
わ
っ
て
愛
媛
県

を
郷
里
と
す
る
陸
・
海
・
空
自
衛
官
OB
が
主
力
と
な
り
運

営
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
九
年
に
渋
谷
区
の
現
在
地
に
木

造
の
会
館
を
新
築
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
二
年
に
鉄
筋
三
階

建
て
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
、
そ
の
家
賃
収
入
に

よ
っ
て
公
益
的
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
主
要
な
事
業
と
し

て
愛
媛
県
の
青
少
年
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
県
青
少
年
育

成
協
議
会
、
県
V

Y

S
連
合
協
議
会
、
県
ス
ポ
ー
ツ
協

会
等
に
こ
れ
ま
で
に
累
計
一
億
円
を
超
え
る
寄
付
行
為
を

実
施
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
防
大
、
防
衛
医
大
の
愛
媛

県
出
身
者
を
支
援
す
る
と
と
も
に
在
京
自
衛
官
を
招
い
た

懇
親
会
な
ど
を
催
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
い
に
お
い
て

郷
里
の
先
輩
と
し
て
同
じ
道
を
歩
む
後
輩
と
歓
談
し
、
時

に
高
校
の
同
窓
生
や
同
地
域
出
身
者
に
出
会
い
話
が
弾
む

の
は
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。 

私
の
部
隊
勤
務
を
振
り
返
っ
て
も
、
同
じ
基
地
内
に
勤

務
す
る
郷
里
の
先
輩
は
何
か
と
頼
り
甲
斐
の
あ
る
存
在
で

あ
り
、
時
に
声
を
か
け
ら
れ
る
の
を
励
み
に
感
じ
て
い

た
。
ま
た
郷
里
の
後
輩
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
の
は
先
輩
と

し
て
嬉
し
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
江
田
島
の
幹
部
候
補
生

学
校
長
を
勤
め
て
い
た
折
に
、
休
日
に
愛
媛
県
出
身
の
学

生
を
官
舎
に
招
き
歓
談
す
る
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
が
、

あ
る
時
教
官
の
一
人
か
ら
や
ん
わ
り
と
「
学
校
長
、
愛
媛

県
出
身
学
生
の
贔
屓
は
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
。
私
は
「
彼
ら
を
贔
屓
し
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
、
郷

党
の
集
い
だ
よ
」
と
言
い
訳
を
し
た
も
の
だ
が
、
他
の
学

生
に
は
羨
ま
し
く
映
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

ど
の
土
地
に
も
地
域
に
も
、
他
に
誇
る
べ
き
歴
史
と
伝

統
が
あ
り
自
然
が
あ
り
風
土
が
あ
り
独
特
の
産
物
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
郷
土
愛
が
生
ま
れ
、
郷
党
相
集
う
の
は
自

然
の
感
情
だ
と
思
う
。
百
年
を
超
え
る
期
間
、
先
人
が
郷

里
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
こ

の
歴
史
と
活
動
に
誇
り
を
持
ち
、
今
後
も
郷
党
の
支
援
に

関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

 

 

 

 

     

 

開
花
時
期
異
変 

顧
問 

濱
野 

靖 

 

四
季
折
々
の
花
を
楽
し
む
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
と
思
う
。
所
が
本
来
咲
く
時
期
で

な
い
時
に
突
然
開
花
す
る
と
、
さ
て
は
気
候

変
動
の
影
響
な
の
か
、
あ
る
い
は
何
か
異
変

が
起
き
た
か
と
疑
い
を
懐
い
て
し
ま
う
。 

昨
年
の
正
月
過
ぎ
大
寒
を
迎
え
た
頃
、
本
来
晩
夏
か
ら

秋
に
咲
き
始
め
る
コ
ス
モ
ス
が
寒
さ
に
弱
い
は
ず
な
の
に

開
花
し
、
立
春
を
過
ぎ
た
頃
満
開
と
な
っ
た
。
確
か
に
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
は
暖
か
い
の
で
コ
ス
モ
ス
が
秋
と

間
違
え
た
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
し
て
今
年
五
月
中
旬
に
入
り
、
橙
色
の
シ
ャ
コ
バ
サ

ボ
テ
ン
が
満
開
と
な
っ
た
。
こ
の
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン

は
、
日
照
時
間
が
短
く
な
っ
た
十
一
月
頃
か
ら
開
花
し
ク

リ
ス
マ
ス
頃
満
開
と
な
る
は
ず
が
、
な
ぜ
か
立
夏
を
過
ぎ

て
咲
き
出
し
た
。
日
照
時
間
は
長
く
な
り
、
気
温
も
高
く

な
る
時
季
に
な
ぜ
咲
い
た
の
か
。 

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
単
な
る
開
花
時
期
の
狂
い
な
の

か
、
さ
て
は
自
然
界
の
異
変
発
生
の
前
兆
な
の
か
、
疑
問

に
感
ず
る
も
の
の
、
美
し
く
咲
い
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
な
が
ら
楽
し
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
陸 

金
沢
区
在
住
） 

東京渋谷区の豫山会マンションの外観 

新緑を背景にシャコバサボテン 

石鎚山 

ラッパ水仙と共に咲いたコスモス 
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小
さ
い
庭
の
花
と
植
木
及
び
野
菜
の
手
入
れ
に
よ
る

精
神
安
定 

 
 

 

県
本
部 

監
事
役 

寺
田
信
夫 

 
●
私
の
家
は
昭
和
４
９
年
建
築
で
２
階

建
て
の
テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
（
１
７
戸
の
い

わ
ゆ
る
西
洋
長
屋
）
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

２
５
㎡
の
専
用
庭
と
駐
車
場
が
つ
い
て

い
ま
す
。 

昭
和
６
２
年
に
中
古
で
購
入
し
ま
し

た
。
管
理
委
託
会
社
は
あ
り
ま
し
た
が

管
理
組
合
が
な
く
、
こ
の
４
月
修
繕
積
立
金
口
座
の
責
任

者
交
代
に
「
規
約
」
と
「
総
会
の
議
事
録
」
の
提
出
が
求

め
ら
れ
、
た
ま
た
ま
班
長
の
私
が
規
約
作
成
の
主
務
者
に

な
り
ま
し
た
。
何
か
と
眼
の
疲
れ
を
と
る
た
め
、
庭
に
出

て
は
、
萎
ん
だ
花
と
草
抜
等
を
５
分
程
度
実
施
し
て
い
ま

す
、 

●
春
の
花
が
終
わ
る
。 

五
月
末
に
な
り
、
綺
麗
に
咲
い
て
い
た
「
ア
ネ
モ
ネ
」
、

「
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
」
が
一
斉
に
終
わ
り
、
「
牡
丹
」
「
菖

蒲
」
「
芍
薬
」
「
ク
レ
マ
チ
ス
「
ア
マ
リ
リ
ス
」
と
立
て
続

き
に
咲
い
て
は
萎
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
咲
き
始
め

る
ユ
リ
は
私
が
買
っ
て
植
え
付
け
た
１
０
年
物
で
す
。
ツ

ツ
ジ
、
菖
蒲
、
ア
マ
リ
リ
ス
、
ピ
ン
ク
の
時
な
し
薔
薇
、

こ
れ
か
ら
咲
く
紫
陽
花
は
先
住
者
が
植
え
て
い
た
も
の
で

す
。
庭
を
取
り
囲
む
外
柵
の
植
栽
が
大
き
く
な
り
、
日
光

と
栄
養
を
奪
う
た
め
、
こ
ま
め
に
支
援
し
な
い
と
庭
木
も

花
も
痩
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
庭
木
と
プ
ラ
ン
タ
に
植
え
た

花
に
共
通
し
ま
す
が
、
肥
料
を
い
れ
、
面
倒
を
よ
く
見
た

花
は
綺
麗
に
な
り
ま
す
が
放
置
す
る
と
惨
め
な
も
の
に
な

り
ま
す
。
例
外
な
の
が
、
肥
料
の
遣
り
過
ぎ
で
す
。
過
ぎ

た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
で
水
仙
を
う
ま
く
咲
か
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

●
梅
と
柚
と
薔
薇 

 

梅
は
２
０
数
年
前
、
盆
栽
と
し
て
鉢
に
植
え
ら
れ
て
い

た
も
の
を
買
っ
て
来
ま
し
た
が
、
当
時
は
忙
し
く
、
面
倒

と
な
り
庭
の
外
柵
の
木
の
側
に
植
え
ま
し
た
。
当
初
は
、

花
が
咲
い
た
り
、
咲
か
な
か
っ
た
り
で
、
実
が
な
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
面
倒
を
見
な
い
と
梅

雨
時
に
ア
ブ
ラ
虫
だ
ら
け
に
な
り
ま
す
。
こ
の
５
年
は
花

が
終
わ
り
、
実
が
な
る
頃
に
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
に

枝
を
剪
定
す
る
と
確
実
に
綺
麗
な
実
を
付
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
３
０
個
程
度
採
取
し
、
昔
か
ら
の
梅

酒
に
入
れ
ま
し
た
。
来
年
に
は
梅
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
同
時
期
に
「
柚
」
と
「
檸
檬
」
ど
ち
ら
を
植
え
る
か
迷

い
ま
し
た
が
、
当
時
は
今
ほ
ど
暖
か
く
な
か
っ
た
の
で
、

病
気
に
強
い
柚
を
選
択
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
で
最
近
、

し
っ
か
り
実
を
付
け
、
１
０
月
か
ら
３
月
の
間
は
焼
酎
に

入
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
更
に
赤
い
薔
薇
も
買
っ
て
植

え
付
け
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
老
木
と
な
り
、
周
り
の

木
に
負
け
て
こ
の
春
、
つ
い
に
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

狭
い
と
こ
ろ
に
植
え
す
ぎ
ま
し
た
。 

●
誰
で
も
可
能
な
野
菜
栽
培 

 

な
ん
と
か
成
功
し
て
食
卓
に
登
る
の
は
、
庭
の
真
ん
中

を
掘
り
起
こ
し
畑
に
植
え
付
け
る
１
０
本
程
度
の
「
ト
マ

ト
」
（
ミ
ニ
と
中
）
、
冬
か
ら
春
の
「
春
菊
」
、
２
個
の
大
き

な
プ
ラ
ン
タ
に
種
か
ら
植
え
る
「
ス
ナ
ッ
プ
豌
豆
」
｛
秋
～

春
｝
、
交
代
し
て
植
え
る
「
隠
元
」
｛
春
か
ら
夏
｝
で
す
。 

な
ぜ
、
こ
の
２
種
か
と
言
う
と
、
病
気
に
強
く
、
連
作
に

耐
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、

少
し
の
時
間
で
手
入
れ
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
ト
マ
ト
は
、
植
え
付

け
大
き
く
な
る
と
支
柱
を
取
付
、

脇
芽
を
取
り
ま
す
。
脇
芽
は
挿
し

て
お
け
ば
大
き
く
な
り
、
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
プ
ラ
ン
タ
が

あ
れ
ば
植
え
ら
れ
ま
す
。 

 

「
ア
メ
リ
カ
に
勝
っ
た
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

県
央
支
部 

入
江
哲
二 

昭
和

3 3
年
４
月
舞
鶴
教
育
隊
に

入
隊
し
、

1 0
月
に
江
田
島
第
１
術

科
学
校
生
徒
教
育
部
に
入
校
水
測

員
（
ソ
ー
ナ
ー
マ
ン
）
と
し
て
の

教
育
が
始
ま
る
。
戦
後

1 3
年
ア
メ

リ
カ
と
日
本
の
差
を
肌
で
感
じ
た
時
代
だ
っ
た
。 

水
測
員
の
主
た
る
仕
事
は
潜
水
艦
を
探
す
事
で

あ
る
、
そ
の
た
め
の
訓
練
が
始
ま
る
。
音
感
を
養

う
た
め
の
訓
練
教
材
は
米
海
軍
の
二
次
大
戦
の
も

の
だ
が
、
ス
ク
リ
ュ
ウ
音
を
識
別
す
る
も
の
、
水

中
音
波
ド
プ
ラ
ー
効
果
を
利
用
し
た
発
信
音
と
受

信
音
の
周
波
数
の
違
い
を
判
別
す
る
訓
練
で
あ

る
。
一
番
の
楽
し
み
に
し

て
い
る
訓
練
は
「
ア
タ
ッ

ク
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
（
Ａ

Ｔ
）
」
と
言
っ
て
、
ソ
ー

ナ
ー
員
と
各
戦
術
担
当
の

合
同
訓
練
、
今
で
い
う
大

型
の
ゲ
ー
ム
機
だ
、
何
と

言
っ
て
も
こ
の
訓
練
室
に

は
当
時
で
も
冷
暖
房
が
つ

い
て
い
た
の
で
人
気
も
高

か
っ
た
。
今
、
携
帯
で
ゲ

ー
ム
を
す
る
気
に
な
ら
な

い
の
は
こ
の
た
め
か
。 

あ
と
一
つ
は
電
子
工
学
の
教
務
だ
、
基
礎
は
勿

論
の
こ
と
、
我
々
が
使
用
す
る
水
中
攻
撃
武
器
、

砲
術
関
連
の
指
揮
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
た
め
の
教

務
等
で
あ
る
。
こ
れ
も
米
海
軍
の
お
古
を
習
う
の

で
あ
る
が
、
驚
い
た
こ
と
に
こ
れ
ら
の
配
線
図
は



本部かわら版第 4４号（４.６.1５） 

4 

 

カ
ラ
ー
で
系
統
毎
に
色
分
け
さ
れ
電
子
の
流
れ
が

分
か
り
易
く
作
成
し
て
あ
っ
た
。
縦
２
メ
ー
タ
ー

横
５
メ
ー
タ
（
位
）
も
あ
る
掛
け
軸
で
作
成
さ
れ

て
い
た
。
こ
ん
な
も
の
が
２
次
大
戦
時
に
使
用
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
今
考
え
れ
ば
幼
稚
な
こ
と

だ
が
、
当
時
「
こ
れ
で
は
ア
メ
リ
カ
に
勝
つ
は
ず

が
な
い
」
と
思
っ
た
の
だ
。 

3 8
年

4
月
に
は
、
下
総
の
第
３
術
科
学
校
へ
ソ

ー
ナ
ー
（

A

Q

S-

5
）
機
器
の
整
備
課
程
に
入

校
す
る
。
航
空
電
子
整
備
の
資
格
を
取
る
た
め
の

も
の
だ
。
こ
の
機
器
も
こ
の
課
程
も
な
く
な
る
運

命
の
古
い
も
の
だ
。
お
馴
染
み
の
同
期
の

K
・

C
と
私

3
人
、
２
期
生
徒

N
さ
ん
、
１
曹
と
２

尉
の
人
と
の
６
人
の
コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
教
官
は

熱
心
な
人
で
友
田
３
佐
と
言

っ
て
、
生
徒
を
え
ら
く
買
っ

て
い
た
。
ソ
ー
ナ
ー
機
器
の

整
備
は
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ

で
も
か
と
繰
り
返
し
教
え
ら

れ
、
配
線
図
が
ス
ラ
ス
ラ
書

け
る
程
に
な
る
。
３
か
月
足

ら
ず
の
期
間
で
あ
っ
た
が
、

有
意
義
な
実
戦
的
な
教
務
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
機
器
の

調
整
で
難
し
い
所
が
あ
っ

て
、
教
官
も
苦
労
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ナ
ー
音
の
発
信
と
距
離

記
録
器
の
記
録
起
点
を
同
期
さ
せ
る
重
要
な
調
整

で
あ
る
。
配
線
と
配
線
の
間
を
線
（
ワ
ニ
口
ク
リ

ッ
プ
）
で
繋
ぎ
白
黒
反
転
す
る
こ
と
で
容
易
に
な

る
こ
と
を
発
見
し
た
、
終
わ
ろ
う
と
す
る
機
器
整

備
の
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
何
年
間
修
正
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
「
ア
メ
リ
カ
に
勝
っ
た
」
の
だ
。

以
降
「
入
江
式
」
と
し
て
教
務
に
使
っ
た
そ
う
だ

が
、
賞
詞
は
貰
え
な
か
っ
た
。 

時
代
が
進
み
真
空
管
か
ら
い
つ
の
間
に
か

I C
チ
ッ

プ
に
変
わ
り
、
我
々
の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
一
体

何
だ
っ
た
の
か
！
戦
後
と
現
代
を
繋
い
だ
と
思
う

感
が
し
な
い
。
「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
て
く
れ
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
野
球
観
戦 

武
山
三
浦
支
部 

坂
巻 

武 

３
月
の
と
あ
る
日
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

で
妻
と
野
球
観
戦
し
た
。 

１
０
時
半
に
家
を
出
て
バ
ス
で
京
浜
急

行
の
駅
へ
向
か
う
。
バ
ス
の
座
席
は
８
割

ほ
ど
埋
ま
っ
て
い
た
。
空
い
て
い
る
席
に
並
ん
で
座
っ
た
。

2
人
で
バ
ス
に
乗
る
の
は
久
し
ぶ
り
。
普
段
出
か
け
る
の

は
自
家
用
車
で
行
き
先
と
言
っ
た
ら
近
間
で
の
買
い
物
く

ら
い
。
コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
か
ら
遠
出
は
ほ
と
ん
ど
し
て

い
な
い
。 

京
浜
急
行
の
ホ
ー
ム
に
電
車
が
入
っ
て
き
た
。
入
っ
て

き
た
の
は
２
１
０
０
形
と
い
う
２
ド
ア
タ
イ
プ
の
２
人
掛

け
座
席
の
車
両
で
、
他
の
乗
客
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
ゆ

っ
た
り
と
座
れ
る
。
昔
乗
っ
た
こ
と
が
あ
る
ロ
マ
ン
ス
カ

ー
感
覚
で
少
し
リ
ッ
チ
な
気
分
に
な
れ
る
。
電
車
で
出
か

け
る
の
も
久
し
ぶ
り
だ
。 

上
大
岡
で
市
営
地
下
鉄
に
乗
り
換
え
。
ホ
ー
ム
で
電
車

を
待
っ
て
い
る
と
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
を
身
に
着
け
た

人
が
ち
ら
ほ
ら
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
た
ち
も
野
球
を
見
に

行
く
と
思
う
と
親
近
感
を
覚
え
る
。 

 
 

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
と
の
付
き
合
い
は
１
５
年
く
ら
い
前
に

横
須
賀
に
越
し
て
き
て
か
ら
だ
。
新
聞
屋
さ
ん
か
ら
2
軍

の
試
合
の
招
待
券
を
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
当
時

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
２
軍
だ
っ
た
湘
南
シ
ー
レ
ッ
ク
ス
の
試

合
を
観
に
横
須
賀
ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
っ
た
。
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
私
だ
が
何
回
か
球
場
に
足
を
運
ぶ
う

ち
に
選
手
の
名
前
と
顔
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
の

球
団
と
し
て
応
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

市
営
地
下
鉄
に
乗
車
。
コ
ロ
ナ
禍
に
か
か
わ
ら
ず
車
内

は
混
ん
で
い
た
。
関
内
駅
で
下
車
す
る
。
上
大
岡
駅
で
見

か
け
た
人
た
ち
も
同
じ
方
向
に
歩
い
て
い
る
。
球
場
近
く

の
コ
ン
ビ
ニ
で
飲
み
物
と
若
干
の
食
糧
を
調
達
す
る
。
食

事
は
球
場
で
弁
当
を
買
っ
て
食
べ
る
の
だ
が
、
途
中
お
腹

が
す
く
の
で
い
つ
も
食
べ
る
も
の
を
買
う
こ
と
に
し
て
い

る
。 コ

ン
ビ
ニ
を
出
る
と
対
戦
相
手
の
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
身
に
つ
け
た
人
も
球
場
に
向
か
っ
て
い

る
。
球
場
が
近
く
な
っ
た
実
感
が
わ
き
気
分
が
徐
々
に
盛

り
上
が
る
。 

ス
ロ
ー
プ
を
歩
い
て
ゲ
ー
ト
に
向
か
う
。
入
口
に
近
づ

く
と
被
っ
て
い
た
帽
子
を
取
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
歩
き

な
が
ら
機
械
の
前
を
通
過
す
る
。
前
を
通
る
だ
け
で
体
温

が
計
測
で
き
る
。
便
利
な
も
の
だ 

ゲ
ー
ト
通
過
し
て
ス
タ
ン
ド
に
入
り
席
を
探
す
。
ど
こ

の
席
か
探
す
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
だ
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の

ス
タ
ン
ド
の
階
段
は
急
で
上
る
の
が
き
つ
い
が
、
階
段
が

急
な
だ
け
あ
っ
て
座
席
か
ら
は
グ
ラ
ン
ド
が
よ
く
見
え
る
。

球
場
に
よ
っ
て
は
前
の
人
の
頭
で
よ
く
見
え
な
い
こ
と
が

あ
る
。
本
日
の
席
は
Ｓ
Ｓ
シ
ー
ト
。
少
し
ゆ
っ
た
り
感
が

あ
る
シ
ー
ト
。
飲
料
を
置
く
ホ
ル
ダ
ー
も
つ
い
て
い
て
シ

ー
ト
の
下
に
は
荷
物
置
き
も
あ
る
。
こ
の
席
の
チ
ケ
ッ
ト

は
公
式
戦
で
は
手
に
入
り
に
く
い
。 

球
場
を
見
渡
す
。
グ
リ
ー
ン
の
人
工
芝
。
ス
タ
ン
ド
は

す
べ
て
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ー
の
シ
ー
ト
。
学

生
所
代
、
こ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
が
出
来
た
時
に
試
合
を
行
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
の
シ
ー
ト
は
全
部
オ
レ
ン
ジ
色
。

外
野
を
守
っ
て
い
た
が
、
フ
ラ
イ
が
上
が
る
と
打
球
が
見

え
に
く
か
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
擂
鉢
の
底
状
態
で
熱

が
溜
ま
っ
て
い
て
非
常
に
暑
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

ス
コ
ア―

ボ
ー
ド
に
は
大
学
名
と
打
順
の
と
こ
ろ
に
守
備

第 3術科学校 
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位
置
が
表
示
さ
れ
た
だ
け
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
巨
人
軍
の

原
監
督
が
い
た
東
海
大
学
が

所
属
し
て
い
た
首
都
大
学
リ

ー
グ
は
し
っ
か
り
と
ス
コ
ア

―

ボ
ー
ド
の
４
番
の
と
こ
ろ

に
「
５ 

原
」
と
出
て
い
た
。

格
差
を
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。 

ス
コ
ア―

ボ
ー
ド
と
い
え

ば
、
昔
は
打
順
と
点
数
と
審

判
、
カ
ウ
ン
ト
だ
け
の
表
示

だ
っ
た
が
、
今
は
、
打
順
と

点
数
と
審
判
、
カ
ウ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
オ
ー
ロ

ラ
ビ
ジ
ョ
ン
に
選
手
の
顔
写
真
、
生
年
月
日
、
出
身
地
、

出
身
校
、
野
球
歴
な
ど
が
出
て
い
る
。
他
に
球
速
や
投
球

数
な
ど
様
々
な
情
報
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
フ
ァ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。 

席
に
着
い
て
持
参
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
て
観

戦
モ
ー
ド
に
入
る
。
昔
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
観
戦
し

て
い
る
人
は
私
設
応
援
団
の
人
く
ら
い
だ
っ
た
。
子
供
は

野
球
帽
を
被
っ
て
応
援
し
た
。
そ
う
い
え
ば
小
学
生
の
頃

は
み
ん
な
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
野
球
帽
を
被
っ
て
い
た
。
今

は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
野
球
帽
を
被
っ
て
い
る
子
ど

も
を
も
か
け
な
い
。
野
球
少
年
だ
っ
た
自
分
と
し
て
は
少

し
さ
び
し
い
。 

試
合
が
始
ま
る
と
ビ
ー
ル
を
飲
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

そ
れ
も
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
仕
様
の
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
。
屋
外
で

飲
む
ビ
ー
ル
は
格
別
。
但
し
ビ
ー
ル
は
１
杯
と
決
め
て
い

る
。
あ
ま
り
飲
む
と
眠
く
な
る
。 

オ
ー
プ
ン
戦
と
い
う
こ
と
で
空
席
が
目
立
つ
。
こ
れ
が

公
式
戦
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
ス
タ
ン
ド
は
埋
ま
っ
て
い
る

の
で
近
く
の
人
し
か
見
え
な
い
が
、
今
日
は
ほ
か
の
観
客

も
よ
く
見
え
る
。
そ
れ
に
し
て
も
い
ろ
ん
な
人
が
い
る
も

の
だ
。 

隣
の
席
に
座
っ
た
男
性
。
試
合
開
始
前
か
ら
ハ
イ
ボ
ー

ル
を
飲
ん
で
い
た
。
天
気
も
い
い
し
良
い
気
分
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
、
試
合
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
コ
ッ
ク
リ
コ
ッ
ク

リ
眠
り
に
つ
い
て
い
た
。
連
れ
の
女
性
は
起
こ
す
こ
と
も

な
く
試
合
を
観
戦
し
て
い
る
。
男
性
は
た
ま
に
目
を
覚
ま

す
と
「
う
ん
、
い
い
球
だ
」
と
言
っ
て
ま
た
眠
り
始
め
る
。

目
が
覚
め
る
と
、
ま
た
「
う
ん
、
い
い
球
だ
」
と
言
っ
て

ま
た
寝
始
め
る
。
そ
の
繰
り
返
し
。
試
合
中
の
8
割
以
上

は
寝
て
い
た
。
眠
り
始
め
る
。 

通
路
近
く
に
座
っ
て
い
た
老
人
は
一
人
で
観
戦
し
て
い

た
。
席
の
前
の
通
路
は
ビ
ー
ル
の
売
り
子
が
通
る
。
そ
の

老
人
は
売
り
子
が
前
を
通
る
た
び
に
声
を
か
け
ビ
ー
ル
を

注
文
す
る
。
席
に
備
え
付
け
の
ビ
ー
ル

ホ
ル
ダ
ー
に
ビ
ー
ル
の
コ
ッ
プ
が
重
な

っ
て
い
る
。
少
な
く
て
も
5
～
６
個
は

あ
っ
た
。
あ
ま
り
試
合
を
観
て
い
る
様

子
は
な
か
っ
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の
階
段

は
急
で
あ
る
。
売
り
子
さ
ん
は
注
文
が

あ
れ
ば
階
段
を
上
り
客
の
と
こ
ろ
に
ビ

ー
ル
を
届
け
る
。
急
な
階
段
を
重
い
ビ

ー
ル
タ
ン
ク
を
背
負
っ
て
行
き
来
し
て

い
る
。
か
な
り
の
重
労
働
だ
。
大
変
な

仕
事
で
あ
る
。 

少
し
離
れ
た
席
に
い
た
中
年
の
男
性
は
よ
く
食
べ
る
人

だ
っ
た
。
席
に
着
く
な
り
買
っ
て
き
た
お
弁
当
を
食
べ
、

弁
当
を
終
え
る
と
袋
か
ら
お
に
ぎ
り
を
取
り
出
し
て
食
べ

て
い
た
。
少
し
時
間
が
た
つ
と
売
店
に
行
き
買
っ
て
き
た

も
の
を
食
べ
始
め
る
。
青
空
の
下
の
野
球
観
戦
は
腹
が
減

る
の
か
。 

親
子
連
れ
の
席
に
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
き
た
。

父
親
が
拾
っ
て
３
歳
く
ら
い
の
女
の
子
に
ボ
ー
ル
を
わ
た

す
。
子
供
は
大
喜
び
だ
っ
た
が
す
ぐ
に
警
備
員
が
回
収
に

き
た
。
以
前
は
フ
ァ
ー
ル
ボ
ー
ル
は
回
収
し
な
か
っ
た
と

思
っ
た
が
、
今
は
回
収
す
る
ら
し
い
。
せ
っ
か
く
だ
か
ら

子
供
に
あ
げ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
っ
た
。
父
親
は
携
帯
で

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も
を
撮
影
し
ボ
ー
ル
を
返
し

て
い
た
。 

野
球
観
戦
は
久
し
ぶ
り
。
昨
年
は
オ
ー
プ
ン
戦
１
試
合

し
か
観
に
行
け
な
か
っ
た
。
一
昨
年
は
何
枚
か
チ
ケ
ッ
ト

を
取
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
幕
延
期
や
無
観
客
試

合
の
と
な
っ
て
し
ま
い
球
場
に
行
け
な
か
っ
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
観
戦
は
、
ル
ー
ル
が
あ
る
。
声
を
出
さ
な

い
こ
と
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
。
声
援
は
拍
手
の
み
。

球
場
が
静
か
な
お
か
げ
で
選
手
の
声
や
ボ
ー
ル
が
ミ
ッ
ト

に
入
る
音
、
打
球
音
が
よ
く
聞
こ
え
る
が
や
は
り
何
か
物

足
り
な
い
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、
以
前
の
よ
う
に
声

を
出
し
て
選
手
を
応
援
し
、
選
手
や
球
団
の
応
援
歌
を
歌

い
、
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
と
盛
り
上
が
り
得
点
が
入
る
と
ハ

イ
タ
ッ
チ
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
よ
う
も
の
な
ら
大
騒

ぎ
・
・
・
と
い
う
野
球
観
戦
が
し
た
い
。 

試
合
は
、
応
援
し
て
い
る
選
手
の
活
躍
で
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

が
勝
利
し
た
。「
早
く
声
を
出
し
て
応
援
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
ね
」
と
話
な
が
ら
球
場
を
後
に
し
た
。 

   

湘
南
軌
道
の
話 

西
湘
支
援
会
員 

廣
井 

淳 

西
湘
支
部
の
廣
井
と
申
し
ま
す
。

（
海
自
OB
） 

子
供
の
頃
か
ら
鉄
道
フ
ァ
ン
で
中
で

も
路
面
電
車
が
好
き
で
昭
和
４
６
年
か

ら
日
本
路
面
電
車
同
好
会
に
入
会
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
テ
ツ
が
ら
み
で
（
鉄
な
の
で
）
艦
船

も
好
き
で
「
お
お
い
」
と
「
う
ら
な
み
」
デ
ィ
ー
ゼ
ル
員

と
中
級
電
機
員
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

神
奈
川
県
に
は
今
も
Ｊ
Ｒ
や
私
鉄
が
た
く
さ
ん
走
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
市
電
を
含
め
廃
止
に
な
っ
た
路
線 
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も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
東
海
道
線

二
宮
駅
か
ら
秦
野
ま
で
走
っ
て
い

た
湘
南
軌
道
は
レ
ー
ル
幅
７
６
２

ミ
リ
の
軽
便
鉄
道
な
が
ら
秦
野
名

産
の
作
物
、
葉
タ
バ
コ
や
乗
客
の

輸
送
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
明

治
３
９
年
に
ま
ず
馬
車
鉄
道
で
開

業
、
大
正
２
年
に
蒸
気
機
関
車
の

軽
便
鉄
道
で
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

が
昭
和
２
年
小
田
急
が
開
通
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
秦
野
の
乗
客
が
小

田
急
に
流
れ
、
恐
ら
く
貨
物
も
小

田
急
経
由
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
軽
便
鉄
道
で
は
太
刀
打
ち
で
き
ず
昭
和
６
年
旅

客
営
業
廃
止
、
昭
和
１
２
年
全
線
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
レ

ー
ル
幅
が
違
う
の
で
国
鉄
の
貨
車
が
入
っ
て
こ
れ
ず
二
宮

駅
で
積
換
え
ね
ば
な
ら
ず
勝
負
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。 

廃
止
か
ら
か
な
り
経
っ
て
い
て
、
し
か
も
道
路
上
を
走

っ
て
い
た
の
で
遺
構
は
あ
り
ま
せ
ん
。
唯
一
、
二
宮
駅
近

く
に
湘
南
軌
道
本
社
跡
が
そ
の
ま
ま
薬
局
と
し
て
残
っ
て

い
ま
し
た
が
安
全
上
の
理
由
か
ら
か
二
階
建
て
が
平
屋
に

改
造
さ
れ
感
じ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
地
震
の
多
い
所
の
木

造
家
屋
な
の
で
致
し
方
な
い
で
し
ょ
う
。 

２
０
年
ほ
ど
前
に
同
じ
職
場
の
年
輩
の
人
が
「
子
供
の

頃
、
二
宮
駅
に
留
置
し
て
あ
っ
た
廃
車
体
を
覚
え
て
い

る
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が
に
走
っ
て
い
る
の
は

見
て
い
な
い
と
か
。
今
で
は
神
奈
川
中
央
交
通
の
バ
ス
が

当
時
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
田
園
風
景
の
中
を

起
動
跡
に
ほ
ぼ
な
ぞ
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。
（
秦
野
、
二
宮

発
着
・
井
ノ
口
経
由
・
秦
６
０
系
統
） 

昭
和
４
０
年
代
ま
で
は
秦
野
に
も
駅
跡
、
水
無
川
の
橋

脚
、
二
宮
駅
跡
に
残
っ
た
レ
ー
ル
と
か
が
存
在
し
て
い
て

趣
味
誌
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
凄
ま
じ
い
都
市
化

の
影
響
で
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
保
存
し
て
お
け

ば
町
興
し
に
使
え
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
簡
単
に
い
か
な

い
で
し
ょ
う
ね
。 

沿
線
の
方
の
お
力
で
湘
南
軌
道
の
案
内
板
と
か
線
路
跡

の
標
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
て
そ
れ
を
見
な
が
ら
歩
く
の
も

楽
し
い
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
好
き
な
方
な
ら
大
山
を
望
む

素
晴
ら
し
い
景
色
の
中
を
歩
く
の
も
お
す
す
め
で
す
。（
小

田
急
大
秦
野
駅
か
ら
の
貨
物
輸
送
は
資
料
が
な
い
た
め
推

測
で
す
。
貨
物
ホ
ー
ム
は
あ
り
ま
し
た
。） 
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西
湘
支
部
の
総
会 

 
 

総
会
会
場 
小
田
原
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
U

M

E

K

O
」 

６
月
１
８
日
（
土
） 

役
員
他
会
員
多
数
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

二 

年
会
費
の
納
入
案
内
に
つ
い
て 

 
 

会
員
の
会
費
納
入
率
が
極
め
て
低
い
の
で
令
和
３
年

度
未
納
の
方
は
是
非
と
も
は
納
入
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

年
会
費
は 

年
会
員
は
、 

 
 

３
０
０
０
円 

 
 

 
 

 
 

特
別
会
員
は
、 

１
０
０
０
０
円 

で
す
。 

納
入
先
方
法
に
つ
い
て
は
、 

 

さ
が
み
信
用
金
庫
湯
河
原
支
店 

店
番
０
１
１ 

口
座
番
号 

０
８
７
３
０
０
９ 

隊
友
会
西
湘
支
部 

代
表 

柏
崎 

誠
一 

に
お
振
込
み
に
な
る
方
法
で
す
。 

 

編
集
後
記 

 

令
和
４
年
も
激
動
の
う
ち
に
半
年
が
過
ぎ

て
お
り
ま
す
。 

 

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も
遠
い
昔
の
こ
と
の
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
も
日
常
の
こ
と
と
な
り
感
染
者

数
の
推
移
に
も
感
心
を
示
さ
な
く
な
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
着

用
も
当
た
り
前
の
気
が
し
ま
す
。 

2
月
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
は
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
が
、
侵
攻
後
１
０
０
日
も
過
ぎ
れ
ば
最
初
の
衝
撃
も
薄

れ
、
連
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
報
道
し
て

い
た
ワ
イ
ド
シ
ョ
ウ
も
減
少
し
多
く
の
日

本
人
が
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
戦
い

を
忘
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
状
況
は
国
防
の
困
難
さ

を
如
実
に
表
し
て
お
り
ま
す
。
国
を
守
る

と
い
う
こ
と
の
本
質
に
つ
い
て
我
々
の
目

を
覚
ま
さ
せ
て
貰
っ
た
今
こ
そ
日
本
国
民

の
意
識
を
変
え
国
防
に
備
え
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
ま
す
。
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
我
々
の
意
志
を
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
か
わ
ら
版

４
４
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ご
投
稿 

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
続
き
皆
様
か
ら
の
原
稿

の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
西
湘
支
部
の
方
か
ら
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 
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